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くいかず、何と一週間前にテーマの修正を行うことになった。   
このような状態で、緊張と不安の中、12月7日、本番突入。前に本をいっぱい積んだ  
質そうな人がずらっとならふ発言しても、自分で何を喋っているのか分からか－。僕以  















中西ゼミ珪 桐山友一  清和彦 柴田淳子 藤原有紀  
猪倶明彦 清谷春樹 永田十大 開 彰子  
オフサーノ÷－ 柴田茂紀さん  
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、● ⑤，国際市場と喘合  
⑥，国際収支の改善  
また、先進国の多国蒜企業による直接投資のインセンティブにほ次がある。  





⑤，危険分散   
十般附こは、双方の利益にもとづくが、実際には貿易摩擦や現地側の企業誘致などの政  
治的な要因によるものも多い。  
2．ASEAN4における外資政策   
現在までのASEAN4の発展において外資は重要な役割を果たしてきたといえるが、  
その外資導入による効果をはかる上で外資政策が深く関連する。以下、現在までの外資政  







③，輸出加工区の設置   
①に関して、出資比率規制とは、外資による直接投資の際、外資の出資比率を頚制する  
ものである。後の②、③とも関連するが、ASEAN4でほ政府の定める特定業種・特定  
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このような外資政策により、外資依存のかたちで簡出が拡大し経済が成長したが、同時  
に国内に大きな影響をもたらした。特に、雇用や所得の増加、技術の向上、産業構造の変  
化などがあげら九る。現在、ASEAN4経済全体に外資は大きを影響を及ぼしている。   
























4・今後の外資政策における段階的規制緩和の必要性   
では、この√土うな問題に対して、今後どのような外資政策をとるぺきなのか。われわれ ■ヽ  
は、段階的にごらに外資に対して頚制を繹和していくべきだと考える。   
まず、短期的な当面の問題に対しては、ポジティブ・リストからネガティブ・リストヘ  






























述ぺたが、雇用の拡大に伴って労働需給が逼迫し、賃金が上昇しつつある現在、労働量富 一  
国としての低賃金に依存したコスト面での優位性ほ薄れつつある。外資にとってもコスト  





























とアジアN羊ESセある。   
項在ほ、EPTE・（認定輸出生産工場）制度を導入し、輸出志向型企業を優遇、EPZ  
（輸出加工区）内の企業に対しても優遇措置が認められた（93年）。また、’抜本的を外  
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資規制緩和策が発表され、外資100％の肇忍・資本委譲義務の基本的撤廃・最低投資額  
の撤廃・公共9分野への外資参入開放・裾野産業の育成の推進などの規制緩和策が導入さ  







































































ェクトも進行中である。   
フィリピンほ、低賃金であり教育水準も高く、英語圏であることから、これからのタ個  
投資増加姑見込まれる。  
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